
自己評価（前年度） 

 ※「幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価」のチェック項目を用いて自

己評価しています 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価 
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教育、保育という面を大切に子どもたちが学び、主体的にできるよう環境を整えていく

中で、一人ひとりが今、何に興味を持っているのか？という確信に迫りながらそれぞれ

がプロジェクト活動に積極的に関わる環境作りを中心にアプローチをしていきました。

活動を通して生まれる経験を大切にしていく中で、子どもに寄り添い関わりを深めてい

くことから保護者との信頼関係をしっかりと築いていけるようにしていく。 

 

 

 

事業計画（今年度の重点目標） 

項  目 内     容 

虐待を発生させない

体制づくり 

虐待を発生させないことを目的にチェックリストの活用等、職員が自己

の支援について振り返る機会の提供 

・子どもの人権擁護のセルフチェックリストやバイブルブックを活用

し、話し合いの場を設ける（年３回） 

保護者等のニーズの

把握・理解 

保護者や家族の声を聞き満足度を把握し、職員参加の下、保育・介護・

障害福祉サービス改善の取り組みを推進 

・日々のコミュニケーションを図る中で保護者の思いや意見に耳を傾

け、アンケートの実施をしていく（年３回） 

地域活性化の取り組

み 

地域行事（まちづくり活動なども含め）への参加や共同行事の開催の企

画など、地域活性化を目的とした活動の実践 

・松帆地域づくり協議会や西淡ふるさと音頭保存会に職員を巻き込み参

加する（年３回） 

 


